
「
国
語
の
力
」
の
成
立
過
鹿
Ⅸ

・

-

-

'

-

/

一
二

「
国
語
の
カ
」
　
へ
有
朋
堂
坂
)
に
は
'
蕪
村
に
関
し
て
へ
つ
ぎ
の
よ
う
な
引

用
が
見
ら
れ
る
。

「
試
に
蕪
村
の
句
を
採
り
て
い
え
ば
、

1
日
　
　
　
し
　
町
i
.
y
-
T
J
c
_
c
-

・
1
K
H
'
.
Z
2
蝣
-
-
V
'
川
手
　
　
一
軒

3
甜
条
と
し
て
石
に
日
の
入
る
枯
野
か
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

4
時
鳥
平
安
城
を
す
ぢ
か
ひ
に

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

エ
ヘ
さ
十
㌔
蝣
'
<
:
J
拭
*
-
r
i
二
.
汁
-
.
1

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

1

　

1

　

1

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

6
柳
散
り
清
水
泊
れ
石
と
こ
ろ
ぐ

7
梅
遠
近
南
す
べ
-
北
す
べ
く

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

j
C
を
ち
こ
ち
を
ち
こ
ち
と
打
つ
砧
か
な

ヽ

　

ヽ

9
緋
を
圧
す
石
上
に
詩
を
題
す
べ
く

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

2
二
-
蝣
-
L
J
~
-
t
∵
l
導
山
*
>
-
y
す
㍉
王

ヽ

　

ヽ

1
1
琵
な
る
我
薄
麦
存
す
野
分
か
な

c

i

　

　

　

　

　

　

　

　

　

~

'

　

　

　

　

　

"

*

一

'

.

.

　

蝣

　

l

　

、

也

潤

一
分
の
た
る
み
も
な
い
ま
で
に
崇
っ
て
屠
る
。
(
正
岡
子
規
「
俳
人
蕪
村
」
参

・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
、
∴
-
1
-
-
一
∴

句
の
圏
点
は
作
者
へ
　
句
肩
お
よ
び
文
中
の
小
番
号
は
'
引
間
者
の
施
し
た
も

の
。
)正

岡
子
規
の
「
俳
人
張
村
」
は
'
つ
ぎ
の
よ
う
な
措
脱
に
な
っ
て
い
た
o
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ー
緒
言

C
″
枯
極
的
芙

3
客
観
的
莫

T
-
'
"
蝣
-
的
斗
、

5
理
想
的
美

0
-
蝣
-
;
/
j
;
=
的
∴

7
精
紺
的
美

-
/
.
r
"
2
・
;
r
;

:
I.
山
一
∴

「
国
語
の
力
」

1
0
句
　
　
調

E
I
文
　
　
法

-
・
+
!
-
　
料

1
 
3
縁
語
茨
餌
愉

4

ト

L

ナ

　

　

　

　

i

J

p

H

 

J

l

l

1

-
 
5
堪
撚
性
行
等

附
　
録

z

蝣

-

.

.

,

.

Z

T

.

-

I

-

 

-

&

に
引
用
さ
れ
た
前
払
十
一
句
は
、
右
の

「
俳
人
煎
村
」
の
う

.I:

ち
,
用
語
か
ら
文
琶
宗
で
に
収
め
て
あ
る
句
群
か
ら
迷
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ



l

　

　

ォ

!

　

　

　

　

ォ

　

　

*

t

る
.
「
田
語
の
カ
」
の
中
に
、
摸
語
・
て
に
を
は
・
句
調
・
句
法
と
あ
る
の

も
'
ほ
ぼ
「
俳
人
前
歯
」
の
考
察
項
目
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら

れ.る。

7
:

「
洪
語
」
は
'
「
俳
人
蕪
村
」
で
は
'
「
用
語
」
が
'
(
l
)
偶
語
・
(
二
)
古

語
・
(
≡
)
借
吾
b
l
l
二
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
あ
る
の
で
'
そ
れ
ら
の
(
一
)
漢
語

e

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

を
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
て
に
を
は
」
も
、
「
俳
人
蕪
村
」
の
「
句
法
」

の
う
ち
に
、
「
更
に
符
-
べ
き
は
蕪
村
が
一
句
の
結
尾
に
『
に
』
と
い
ふ
手
相

環
を
用
ゐ
た
る
i
T
r
な
り
。
」
　
(
「
俳
請
大
項
・
悶
刷
合
本
」
'
大
正
2
年
7
月

日
日
へ
泡
山
書
店
刊
'
五
六
ペ
〕
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

Tfl

ま
た
'
「
同
語
の
カ
」
の
「
句
法
」
は
、
「
俳
人
蕪
村
」
の
l
一
.
文
法
」
に
よ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
'
「
同
語
の
カ
」
に
引
用
さ
れ
た
蕪
村
の
句
十
1
句
に
つ

い
て
、
子
規
が
「
俳
人
蕪
村
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
か
を
見

る
と
'
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

1
月
天
心
費
し
き
町
を
通
り
け
り

「
(
一
)
洪
語
　
は
蕪
村
の
喜
ん
で
E
E
ゐ
た
る
者
に
し
て
'
或
は
漢
語
多
き
を

〓
て
苅
再
c
t
r
i
-
 
-
.
.
精
し
と
　
∴
-
L
I
。
,
○
ゝ
に
辛
　
北
I
'
・
-
蝣
-
,
が
　
　
に
・
、
の

睦
意
を
惹
き
し
か
を
知
る
べ
し
。
蕪
村
が
漢
語
冬
用
ゐ
た
る
は
短
t
.
の
便
利
あ

△
△

・
T
=
L
に
門
り
U
V
け
圭
こ
t
 
i
-
!
に
　
　
　
語
よ
-
!
?
E
-
v
?
c
　
に
E
'
-
ず
ん

ば
あ
ら
ず
'
複
雑
な
る
意
匠
を
十
七
八
字
の
中
に
含
め
ん
に
は
簡
短
な
る
漢
語

∵

利
あ
り
。

O

O

O

O

O

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

~
指
摘
覇
を
朝
地
に
引
き
去
る
か
す
み
か
な

0

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。
1
闇
に
坐
し
て
遠
さ
蛙
を
開
-
夜
か
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

-
閥
や
t
'
^
-
c
i
に
:
-
蝣
'
'
-
'
:
-
m
'
-
,
'
捻
.
J
け
り

°
°
4
醇
桶
を
こ
れ
へ
と
問
下
の
床
凡
か
な

0
ヽ
ヽ
ヽ

L
.
・
三
井
寺
や
日
は
午
に
逼
る
薯
掴

0
0
t
z
f
^
C
,
花
v
i
.
'
.
三
i
:
-
:
_
X
T
叫

o
i
l
'
:

7
耳
目
肺
陽
こ
ゝ
に
三
巻
-
芭
祇
庵

3
0
n
o

8
授
章
を
う
た
ふ
彦
根
の
恰
夫
か
な

°
°
O
O

9
鬼
珊
月
や
新
酒
の
中
の
費
に
処
す

O
O
1
0
月
天
心
貧
し
き
町
を
通
り
け
り

0
0
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
°
J
'
0
°

岨
<
-
-
蝣
-
t
-
J
,
∵
J
f
;
.
つ
・
p
]
∵
小
治
、

ヽ
ヽ
0
°

ほ
陀
鳴
-
や
舟
に
魚
焼
-
琵
琶
湖
上

t
*
r
J
軸
V
.
比
例
な
り
。
r
J
生
:
J
-
P
:
7
L
<
1
i
-
1
'
=
'
-
;
1
/
i
!
1
-
'
:
-
:
J
C
>
t
-
に
¥
J
r
-
¥
Z
に
∴
¥
-
1

用
ゐ
、
為
に
l
句
の
調
和
を
快
か
ば
佳
句
と
は
言
は
れ
じ
o
『
胡
地
』
の
語
の

如
き
余
り
耳
遠
-
望
遠
に
用
ゐ
る
べ
き
に
は
非
る
を
『
指
南
違
』
の
語
上
に
在

り
『
引
去
る
』
と
い
ふ
洪
文
龍
訳
風
の
盈
下
に
あ
る
た
め
に
一
句
の
調
和
を
悶

た
る
な
り
。
『
落
花
』
の
語
は
『
紙
や
鑑
や
』
に
対
し
て
符
き
葺
く
『
芭
蕉

;
;
-
)
i
と
い
ふ
黙
.-
-
蝣
v
-
-
'
-
＼
-
<
a
i
r
?
-
v
^
抑
川
'
U
J
J
:
i
"
:
∵
＼
代
帖
は
草
]
は

語
に
非
れ
ば
言
ふ
可
ら
ず
'
さ
り
と
て
此
語
ば
か
り
に
て
は
国
語
と
調
和
せ

ず
。
故
に
こ
・
と
さ
ら
に
F
.
炊
夫
』
と
は
受
け
た
り
。
」
(
「
排
出
大
要
」
へ
四

-
E
'
.
r
,
㍗
)

ヽ
ヽ

e
云
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒

△
△
マ
マ

i
・
'
'
*
'
'
-
'
・
;
∴
、

意
匠
を
瑚
す
べ
き
場
合
な
り
.
摸
語
を
用
ゐ
て
勢
を
強
-
し
た
る
句

0
0
-
五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒

0
0
0
f
.
-
1
,
王
や
f
r
i
-
?
'
蝣
'
蝣
J
-
-
'
霊
一
I
^
'
J

O
°
0
"
t
r
^
^
^
i
"
^
丁
に

0
0
n
:
'
l
高
<
0
.
-
.
-
.
'
た
-
-
'
蝣
J
^
v
r
-
か
な
.
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0　5　0

5
方
百
里
雨
風
よ
せ
ぬ
牡
丹
か
な
　
　
マ
マ

『
お
は
か
は
』
と
言
へ
ば
水
静
ぬ
る
-
『
た
い
か
』
と
言
へ
は
水
勢
急
に
感
ぜ

ら
れ
,
『
い
た
ゞ
き
』
と
言
へ
ば
山
賊
し
か
ら
ず
『
ぜ
つ
ち
ゃ
う
』
と
言
へ
ば

山
唆
し
く
感
ぜ
ら
る
。
」
　
(
同
上
弓
四
三
～
四
四
ペ
)

・
f
f
i
条
と
し
て
石
に
日
の
入
る
枯
野
か
な

0

「
寂
と
し
て
客
の
絶
間
の
牡
丹
か
な

o

　

〇

・
前
条
と
し
て
石
に
日
の
入
る
枯
野
か
な

の
如
き
は
『
し
ん
と
し
て
』
『
淋
し
さ
は
』
な
ど
提
き
た
る
と
大
差
無
け
れ
ど

蝣

-

.

蝣

-

蝣

-

.

・

-

.

 

-

:

・

　

蝣

-

・

.

!

　

>

:

:

-

'

-

 

'

:

:

-

'

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

・
1
時
鳥
平
安
城
を
す
ぢ
か
ひ
に

「
更
に
驚
く
べ
き
は
蕪
村
が
一
句
の
結
尾
に
『
に
』
と
い
ふ
手
堅
等
用
ゐ

マ
マ

た
る
等
な
り
。
例
へ
ば

-
帰
る
腔
E
E
毎
の
月
の
虫
る
校
に

C
・
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に

(

蝣

^

'
S
C
i
^
S
^
小
山
'
中
に

1
畑
打
や
鳥
さ
へ
鴨
か
ぬ
山
陰
に

5
時
鳥
平
安
城
を
す
ち
か
ひ
に

G
俄
の
声
す
忍
冬
の
花
散
る
た
び
に

7
広
庭
の
牡
丹
や
天
の
一
方
に

G
C
臆
の
月
あ
る
じ
を
間
へ
ば
芋
掘
り
に

/

.

-

"

'

*

'

"

-

,

-

'

.

'

'

.

¥

I

常
人
を
し
て
此
句
法
に
轍
は
し
め
ば
必
ず
や
失
敗
に
終
は
ら
ん
'
手
相
集
の
結

尾
を
以
て
一
句
を
操
る
煮
郎
村
の
熊
村
た
る
所
以
な
り
。
」
(
同
上
サ
'
五
六

-
五
七
ペ
)
　
　
　
　
、
二
、
、

L
C
心
太
さ
か
し
ま
に
銀
河
三
千
丈

6
柳
散
り
清
水
滴
れ
石
と
こ
ろ
～
ぐ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

7
梅
遠
、
山
南
す
べ
く
北
す
べ
く

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

8
を
ち
こ
ち
を
ち
こ
ち
と
打
つ
砧
か
な

「
五
七
六
調
五
八
六
調
六
七
六
調
六
八
六
調
等
に
て
堕
ハ
言
を

1
-
V
i
立
v
r
-
も
に
V
.
'
T
7
一
丁
!
山

マ
マ

。
一
ほ
う
た
ん
や
し
ろ
か
ね
の
猫
こ
か
ね
の
媒

†

.

7

3
心
太
さ
か
し
ま
に
銀
河
三
千
尺

4
炭
団
法
師
火
桶
の
穴
よ
り
覗
ひ
け
り

の
如
-
m
B
'
き
た
る
は
古
宗
例
に
乏
し
か
ら
ず
.

マ
マ

は
　
;
;
-
?
.
 
-
.
(
-
.
別
'
r
:
_
 
i
に
・
C
-
-
蝣
c
サ
∵
ル
。

約
六
言
を
三
三
調
に
用
ゐ
た
る

1
嵯
峨
へ
帰
る
人
は
い
づ
こ
の
花
に
暮
れ
し
・

ヱ
行
の
附
や
蛸
山
に
月
を
印
引

3
朝
顔
や
手
拭
の
端
の
琵
冨
~
が
d
i

_

_

_

†

†

4
水
か
れ
,
ぐ
壷
か
あ
ら
ぬ
か
現
変
か
否
~
加

L
.
・
川
-
!
蝣
・
/
-
-
,
水
蝣
;
i
1
.
L
H
L
J
こ
'
v
-
-
＼

-

-

I

"

.

・

　

　

　

　

　

'

^

.

　

*

'

.

'

7
茄
百
里
舟
中
に
我
私
有
聖
火

t
・
r
,

其
外
調
子
の
い
た
-
異
な
り
た
る
者
あ
り
。

1
栢
遠
　
南
す
べ
-
北
す
べ
く

マ
マ

C
雨
十
　
口
'
・
0
-
V
.
t
-
†
こ
や
い
ふ

3
山
人
は
人
な
り
閃
子
鳥
は
鳥
な
り
け
り

4
更
衣
母
な
ん
藤
脱
氏
な
り
け
り

マt.

?1-.-->p討̂
'CO.=

-
を
ち
こ
ち
を
ち
こ
ち
と
打
r
郁
か
な

の
句
の
字
は
十
六
に
し
て
調
子
は
五
七
五
調
に
吟
じ
椙
べ
き
が
如
き
。
」
　
(
同
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上
誓
'
六
二
～
六
四
ペ
)

隼
∵
　
士
_
f
I
÷
'
:
-
 
*
蝣
;
-
サ
/
-
,

†
マ

「
洪
語
俗
語
雅
語
誓
:
這
前
に
も
言
へ
り
O
英
の
他
動
詞
助
動
詞
形
容
詞
に

も
蕪
村
な
ら
で
は
E
ゐ
ざ
る
語
あ
り
0

0

1
樽
を
圧
す
石
上
に
詩
を
悶
す
べ
-°

e
一
軽
十
の
頭
巾
悶
・
¥
^
き
い
と
を
し
み

n

=
~
ト
-
'
-
 
'
.
'
蝣
r
/
0
-
 
"
'
・
十
二
、
い
た
る

0

4
時
鳥
歌
よ
む
遊
女
聞
ゆ
な
る

O

L
l
株
刈
れ
と
夕
日
此
頃
斜
め
な
る

『
た
り
』
　
『
な
り
』
と
言
は
ず
し
て
　
『
た
る
』
　
『
な
る
』
　
と
言
ふ
が
如
き
,

『
べ
し
』
と
言
は
ず
し
て
『
べ
-
』
と
言
ふ
が
如
き
、
『
い
と
を
し
』
と
言
は

ず
し
て
『
い
と
を
し
み
』
と
言
ふ
が
如
き
へ
蕪
村
の
故
意
に
用
ゐ
た
る
者
と
お

V

*

蝣

ぼ
し
.
前
人
の
句
亦
此
語
を
用
ゐ
た
る
着
無
き
に
あ
ら
ね
ど
'
そ
ば
終
止
言
と

し
て
用
r
=
・
た
る
が
多
き
や
う
に
見
ゆ
。
蕪
村
の
は
こ
と
さ
ら
に
終
止
-
吉
な
ら
ぬ

語
を
用
ゐ
て
.
望
思
を
永
く
し
た
る
な
る
べ
し
。
」
　
(
同
上
翼
六
五
ペ
)

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

-
〇
二
本
の
梅
に
光
速
を
愛
す
か
な

Z
'
*
'
-
-
'
ハ
7
,
,
予
　
　
　
∴
∴
　
　
ハ
-
*
,

「
1
二
T
X
の
梅
に
迅
速
を
愛
す
か
な

c
i
V
'
ハ
　
∴
蝣
-
.
'
'
1
-
-
∴
∴
∵
∵
㍉
∴
-
A

の
『
愛
す
か
な
,
q
　
≡
付
す
野
分
』
の
逆
抗
の
如
き

‥
.
J
E
上
　
　
し
?
'
-
-
:
¥
*
:
-
.
i
 
P

r
-
j
'
㌫
　
　
端
∴
I
 
C
-
-
:
:
・
蝣
;
;
.
 
"
軸
士

∫
白
　
　
　
＼
　
L
v
-
4
-
'
-
'
i
'
-
'
-
午
.
・
J

の
『
清
夕
』
の
　
続
の
如
き
時
又
よ
り
謀
り
し
薪
は
従
端
の
悶
語
に
m
盲
句
法

マ
マ

を
用
ゐ
た
り
。
此
等
は
田
よ
り
故
意
に
此
新
句
法
を
造
り
し
老
而
し
て
明
治
の

俳
句
界
に
一
生
面
を
開
き
し
者
亦
多
-
此
辺
よ
り
輿
つ
。
」
　
へ
同
上
翼
六
七

-
i
ォ
ー
<
)

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
「
間
語
の
力
」
に
甘
用
さ
れ
て
い
る
蕪
村
の
句
(
十
二

は
'
正
岡
子
規
の
「
俳
人
蕪
村
」
中
の
'
琴
芝
刑
ず
る
部
分
よ
り
も
'
表
現
を

V
.

諭
ず
る
部
分
(
用
語
～
文
法
)
か
ら
'
運
ば
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
子
規
が
例

句
を
挙
げ
て
-
わ
し
ノ
＼
説
明
し
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
'
垣
内
埜
二
先
少
の
好

み
に
も
あ
い
へ
　
「
l
分
の
た
る
み
も
な
い
ま
で
に
緊
っ
て
居
る
」
句
が
遠
ば
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
垣
内
先
生
の
選
句
脱
の
準
か
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

が
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
'
蕪
村
の
句
の
中
'
最
も
よ
く
人
々
に
拍
失
し
て
い

る
も
の
が
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
も
琴
そ
ら
れ
る
0

1
月
天
心
貧
し
き
町
を
通
り
け
り
1
-
こ
の
句
は
'
子
規
の
誉
げ
て
い
る

I

.

.

I

:

:

　

.

・

・

・

・

・

・

.

 

・

・

・

　

　

・

・

 

・

　

　

・

・

.

・

.

.

示
し
て
い
る
も
の
が
採
ら
れ
て
い
る
C
ま
た
へ
垣
内
先
5
.
の
好
み
も
は
た
ら
い

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

C
.
五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒

3
帯
条
と
し
て
石
に
日
の
入
る
枯
野
か
な

こ
の
両
句
の
漠
語
の
用
い
か
た
に
つ
い
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
子
規
が
説
明
を
加

え
て
い
る
O
前
句
は
、
五
句
の
中
か
ら
'
往
句
は
'
二
句
の
中
か
ら
挙
り
れ
た

も
の
で
あ
る
。
子
規
の
説
明
も
通
9
C
あ
る
が
'
簡
明
に
i
E
語
の
i
 
'
i
サ
現
効
某
を

元
L
t
か
つ
蕪
村
の
句
と
し
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
が
転
ば
れ
た
と
琴
与
ら

れ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

4
時
島
平
安
城
を
す
ぢ
か
ひ
に
1
1
こ
の
句
は
'
子
規
の
挙
げ
て
い
る
九

U

O

O

・

-

'

'

.

　

　

"

　

　

　

　

'

　

　

'

*

　

　

　

　

　

　

　

　

I

,

*

ら
れ
て
い
る
が
'
垣
内
&
'
三
先
卦
は
'
r
て
に
を
は
L
 
C
U
こ
で
は
・
「
に
」
)

の
よ
く
き
い
て
い
る
例
と
し
て
へ
こ
の
句
を
挙
ら
れ
て
い
る
。
子
規
の
葦
げ
て

・JO



R

い
る
句
に
は
,
菜
完
や
月
は
兼
に
日
は
丙
に
　
の
例
も
あ
る
が
'
垣
内
先
生

と
し
て
は
,
こ
の
「
暗
鳥
」
の
句
を
琴
品
て
い
る
o
 
l
つ
に
は
、
蕪
村
ら
し

い
句
と
し
て
,
三
は
垣
内
売
出
の
好
み
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

L
・
・
心
太
さ
か
し
ま
に
銀
河
一
二
千
丈

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

6
柳
散
り
清
水
滑
れ
石
と
こ
ろ
-
-
川
＼

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

7
栢
涼
蝣
,
 
'
r
-
1
両
す
べ
く
北
す
べ
く

ヽ

ヽ

ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

8
を
ち
こ
ち
を
ち
こ
ち
と
打
つ
砧
か
な
　
　
　
　
　
6

「
心
太
」
の
句
は
,
子
規
の
埜
げ
て
い
る
E
l
句
の
中
か
ら
、
「
柳
散
り
」
の

m

-/.

:
C

句
は
、
七
句
の
中
か
ら
、
「
梅
遠
山
」
の
句
は
'
四
句
の
中
か
ら
'
(
「
を
ち

こ
ち
」
の
句
は
,
こ
の
句
の
み
。
=
J
れ
そ
れ
震
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
句

一
じ

調
の
画
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
,
子
規
は
、
「
柳
散
り
」
の
句
に
つ

=

　

　

　

:

J

,

い
て
は
,
「
石
と
こ
ろ
　
～
 
~
U
L
の
三
三
調
に
な
っ
て
い
る
の
を
酢
調
し
て
い

る
の
に
,
垣
内
先
生
は
そ
の
全
面
(
上
玉
中
七
三
ハ
)
に
注
目
し
て
い
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
O
い
ず
れ
も
禎
村
独
自
の
句
調
を
う
か
が
い
う
る
句
を
採
ら
れ
て

era

ヽ

　

ヽ

・
師
を
堅
T
7
1
石
上
に
詩
を
題
す
べ
く

〓
二
本
の
梅
に
進
退
を
愛
す
か
な

ヽ

　

ヽ

・
琵
な
る
蒸
詣
麦
存
す
野
分
か
な

こ
れ
ら
の
う
ち
、
9
は
,
子
規
の
牽
け
て
い
る
五
句
の
中
か
ら
遺
ば
れ
て
い

る
C
賃
の
二
句
は
・
子
親
が
あ
わ
せ
転
げ
て
い
る
の
を
'
そ
の
ま
ま
撃
て

い
る
二
二
句
と
も
・
句
法
(
文
法
)
に
関
し
て
遺
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
十
石
の
採
録
の
さ
れ
か
た
を
見
る
と
,
い
か
に
も
要
を
え
た
選
び

か
た
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
O
さ
ら
に
'
軍
門
校
三
豊
の
好
み
を
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
-
O
o
　
と
同
時
に
,
右
に
見
た
よ
う
な
引
用
で
あ
る
た

c

I

M

　

　

　

一

め
、
挙
げ
ら
れ
た
十
一
句
の
i
・
L
完
を
,
誓
・
て
に
を
は
・
句
調
・
句
法
の
ど

の
視
点
か
ら
見
て
い
-
か
に
つ
い
て
は
へ
容
易
で
な
い
点
も
残
る
。
そ
こ
に
'

I

 

'

'

-

,

.

　

-

-

　

　

　

　

　

　

-

-

・

.

-

い
だ
せ
よ
う
o
ま
さ
し
く
子
規
の
「
俳
人
蕪
村
」
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
,
蕪
村
の
句
の
宍
瑚
効
只
を
、
よ
-
理
解
し
味
わ
う
こ
L
J
が
で
き
よ
う
O
そ

の
点
で
は
,
こ
の
拝
記
は
,
「
間
語
の
力
」
の
f
.
 
-
1
i
岩
に
対
し
て
、
親
切
な
手
引

き
の
役
割
を
も
は
た
し
て
い
る
.

さ
て
、
「
同
語
の
力
」
に
は
'
さ
ら
に
'
蕪
村
の
句
に
つ
い
て
へ
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
子
規
子
が
'

立
ち
嬰
か
木
も
古
び
た
り
桁
の
花
(
舎
淀
)

二
も
と
の
梅
に
達
導
せ
愛
す
か
な
〇
熊
村
)

す
-
な
き
ほ
庵
の
営
な
り
砧
の
花
(
蒼
礼
)

を
比
蚊
し
て
『
元
碩
苗
羅
)
の
句
は
あ
り
の
ま
1
の
け
し
き
t
j
飾
ら
ず
た
く

ま
ず
視
に
て
押
し
出
し
た
る
気
味
あ
り
O
天
明
(
蕪
村
)
の
句
は
と
に
か
く
に

ゆ
る
み
防
な
る
も
の
を
少
し
も
ゆ
る
め
じ
と
て
締
め
つ
け
7
～
て
一
分
も
動
か

さ
じ
と
締
め
つ
け
た
ら
ん
が
如
し
。
-
天
保
(
蒼
机
)
の
句
は
ゆ
る
み
防
な

る
も
の
を
壇
ゆ
る
め
た
ら
ん
心
持
あ
り
0
　
-
焦
聖
百
に
か
あ
り
け
ん
'
聖

人
は
赤
合
羽
の
如
し
o
伍
に
一
つ
の
し
ま
り
だ
に
あ
れ
ば
全
体
は
只
ふ
わ
ふ
わ

と
し
な
が
ら
終
に
体
を
揖
れ
ず
と
申
せ
し
と
か
。
元
帳
調
の
し
ま
り
具
合
は
先

t

-

!

・

づ
こ
ん
な
も
の
な
る
べ
L
o
天
明
調
は
ど
こ
ま
で
も
引
し
め
て
五
分
も
す
か
さ

ぬ
株
に
折
目
正
し
-
干
物
積
を
り
ん
が
如
く
天
保
調
は
の
ろ
ま
が
袴
を
積
に

撃
っ
て
祭
礼
の
蛇
集
め
に
担
る
が
如
し
』
　
芸
俳
謂
大
望
一
一
六
～
八
)
と

あ
る
の
,
至
芸
し
ろ
い
説
明
で
あ
る
。
」
　
(
右
桐
堂
駈
「
雲
間
の
力
」
へ
≡

○
～
二
一
一
ペ
)
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L

T
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I
f
い
い
王
蝣
?
.
1
1
」

修
学
第
三
期

俳
詔
絹
歌

す
-
な
き
は
庵
の
常
な
り

句
の
巧
拙
は
始
-
論
ぜ
ず
耳

の
句
は
あ
り
の
ま
1
の
け
し

気
味
あ
り
天
明
(
蕪
村
)
の

ゆ
る
め
じ
と
て
摘
め
つ
け

右
の
引
用
は
'
聖
へ
修
学
墾
1
期
の
中
,
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
部

分
か
ら
'
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

マ
マ

一
句
調
の
最
も
し
ま
り
た
る
は
安
永
天
明
の
頃
な
り
と
す
故
に
同
時
代
の
句
は

概
ね
琶
し
元
頂
の
句
は
之
に
此
す
れ
ば
榊
々
た
る
み
た
り
然
れ
ど
も
た
る
み

様
全
体
に
た
る
み
て
し
か
も
其
程
ら
ひ
巻
け
れ
ば
元
緑
の
佳
句
に
至
り
て
は

天
明
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
つ
ま
り
元
頂
の
佳
句
に
は
甜
苗
多
-
天
明
に
は
少

し
天
保
時
後
は
総
た
る
み
に
て
石
の
採
る
べ
き
な
し
和
歌
は
苗
丑
は
た
る

み
て
も
た
る
み
方
芋
し
古
今
集
は
た
る
み
て
悪
し
新
古
今
は
や
1
し
ま
り
た

り
足
利
時
代
は
棺
た
る
み
に
て
俳
句
の
天
保
時
代
と
相
似
た
り
j
f
-
7
s
r
i
詩
に
て
は

漢
訳
六
朝
は
菖
韮
時
代
と
同
じ
-
た
る
み
て
も
聾
し
唐
時
代
は
た
る
み
も
少

く
又
た
る
み
て
も
悪
し
か
ら
ず
俳
句
の
元
穣
時
代
に
似
た
り
宋
時
代
は
組
た

f
,
マ

る
み
と
い
ふ
て
可
な
ら
ん
か
明
満
に
至
り
大
に
し
ま
り
た
る
傾
き
あ
り
俳

句
の
安
永
天
明
に
似
た
り
〔
然
れ
ど
も
人
に
よ
り
て
た
る
み
た
る
も
少
か

ら
ず
)

一
試
み
に
句
の
た
る
み
し
有
様
を
比
較
せ
ん
が
為
め
に
元
積
と
天
明
と
天
保
と

の
三
句
を
列
挙
す
べ
し

・

'

,

'

蝣

・

;

'

蝣

'

・

.

蝣

'

蝣
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.

・

'

.

'

・
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I

二
も
と
の
梅
に
速
達
を
愛
す
か
な
・
蕪
　
村

如
し
天
保
(
蒼
礼
)
の
句
は

あ
り
要
す
る
に
元
頂
は
自
照

処
に
於
て
耽
る
べ
し
独
り
天

?
n∵

　

　

　

∵

∵

¥

I

'

"

・
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二

を
轡
b
ず
た
く
ま
ず
視
に
て
押
し
出
し
た
る

マ
マ

は
と
か
-
に
ゆ
る
み
勝
な
る
も
の
を
少
し
も

て
l
分
も
勤
か
さ
じ
と
締
め
つ
け
た
ら
ん
が

る
み
勝
な
る
も
の
を
毎
ゆ
る
め
た
ら
ん
心
持

仏
る
処
に
於
て
琴
る
ペ
-
天
明
は
工
夫
を
托
す

元
頂
に
も
何
に
も
な
ら
ぬ
者

‥
し
た
・
書
-
'
r
r
~
"
J
l
　
も

H
"
j
j
'
-
^
i
-
J
-
-
 
"
;
[
>
"
ち
ぎ

上
作
々
天
保
流
の
句
を
評
し
け

蝣

i

-

T

二
乃
蔵
と
天
明
と
は
各
長
所
あ

似
天
明
に
し
て
元
頂
に
似
た

相
一
致
す
る
所
以
な
り

l
佐
藤
l
斉
に
か
あ
り
け
ん
F
L

ふ
:
.
;
V
i
'
蝣
蝣
'
-
;
蝣
'
蝣
j
‥
Y
ふ
;
]
!
＼

元
碩
調
の
し
ま
り
具
合
は
先
づ

M
i

引
し
め
て
五
分
も
す
か
ぬ
様
に

は
の
ろ
ま
が
袴
を
積
に
穿
ち
て

は
ゞ
I
^
K
H
i
-
2
七
　
　
言

も
其
侭
に
し
た
ら
ん
が
如
-
天

閏
の
飾
り
よ
り
天
井
板
ま
で
n
J

打
ち
て
動
か
ぬ
様
に
建
て
た
ら

に
至
り
て
は
元
頂
を
摸
し
た
る
つ
も
り
に
て

T
・
マ

ち
工
夫
を
挙
り
さ
ぬ
ふ
り
し
て
其
曇
・
]
風
を

き
こ
と
な
り
少
-
と
も
些
二
体
に
於
け
る
句

ば
俳
句
の
堂
に
上
り
た
り
と
い
ふ
を
絹
ず
世

t

-

!

蝣

蕪
村
調
な
ど
ゝ
評
す
る
誉
の
り
笑
ふ
に
堰
へ

何
れ
に
従
ふ
も
毒
し
父
元
硯
に
し
て
天
明
に

マ
マ

者
も
多
し
遵
れ
天
工
人
L
J
4
-
*
/
極
処
に
至
り
て

は
赤
合
羽
の
如
し
胸
に
1
つ
の
し
ま
り
だ
に

し
な
か
ら
終
に
体
を
離
れ
ず
と
申
せ
し
と
か

こ
ん
な
も
の
な
る
べ
し
天
明
調
は
ど
こ
迄
も

し
*
/
'
-
-
 
-
 
'
-
-
工
∵
=
ん
-
r
-
輿
/
7
-
k
x
-
r
-
j

礼
の
銭
奨
め
に
廻
る
が
如
し
又
建
染
に
皆

に
垣
木
は
有
り
合
せ
の
校
に
て
も
杉
に
て

∴
　
　
　
　
∴
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尽
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し
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を
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ゐ
無
誓
丸
空
っ
を
穿
ち
手
水
鉱
の
腕
木
も
臼
禁
を
悶
ゐ
門
楯
の
岳

は
必
ず
柘
木
を
円
ゐ
し
か
し
て
家
の
内
は
小
紹
工
し
た
る
机
班
土
瓶
茶
瓶
杯

の
俗
野
な
る
着
を
用
ゐ
た
ら
ん
如
し
又
之
を
談
話
に
た
.
と
は
完
結
の
人
は

両
自
-
て
も
つ
ま
ら
な
-
て
も
無
毒
あ
り
の
ま
1
に
話
し
天
明
の
人
は
上

手
に
薗
白
晶
を
つ
き
天
保
の
人
は
あ
り
が
ち
の
つ
ま
ら
ぬ
話
を
哀
馨
り
し

マ
マ

く
託
し
て
其
矢
は
そ
れ
も
蛇
な
り
け
ん
か
如
し
(
「
俳
契
空
、
七
〒

七
六
ペ
)

正
岡
子
規
の
述
べ
て
い
る
部
分
と
「
国
語
の
カ
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分

と
を
比
較
す
る
と
,
引
用
文
中
の
,
「
-
鎮
讐
労
に
か
あ
り
け
ん
、
」
の

丁
1
」
に
は
,
省
讐
個
所
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
-
る
O
　
元
琴
天

明
・
天
保
の
句
調
の
ち
が
い
を
説
明
す
る
た
め
の
比
倫
の
-
り
か
え
し
に
つ
い

て
は
,
そ
の
和
効
な
る
も
の
空
っ
だ
け
に
と
ど
め
へ
残
余
を
省
い
て
い
る
の

で
あ
る
.
そ
の
た
め
,
三
期
の
句
調
の
説
明
と
し
て
は
'
平
明
で
わ
か
り
や
す

く
,
す
っ
き
り
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
国
語
の
カ
」
に
は
,
「
俳
討
大
要
」
ふ
ら
の
右
の
引
用
の
の
ち
'
「
と
あ

る
の
も
お
も
し
ろ
い
説
明
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
あ
る
O
句
調
の
ち
が
い
の
明

e
・
明
快
毘
輪
的
説
-
、
引
E
者
は
か
な
り
g
-
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
O
そ
れ
は
,
垣
内
先
付
好
み
の
説
明
法
で
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
同

時
に
,
子
規
宗
誼
の
帖
代
展
開
を
'
明
犯
に
跡
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
'

垣
内
警
手
し
て
は
,
い
甲
岩
注
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
説
明
の
し
か
た

の
巧
妙
さ
の
み
で
な
-
,
そ
の
屋
関
の
見
方
に
つ
い
て
も
'
啓
発
を
受
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
,
こ
う
し
た
引
田
を
さ
れ
た
と
誉
篭
れ
る
の
で
あ
る
。
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∴

　

　

　

　

一

か
な
」
に
つ
い
て
の
,
子
規
の
説
明
が
,
か
な
り
長
く
,
つ
ぎ
の
よ
う
に
引
用

さ
れ
て
い
る
。

ftgl括

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

飛
入
り
の
カ
瀦
怪
し
き
角
力
か
な
(
蕪
村
)

に
就
い
て
'

『
此
の
句
固
よ
り
蕪
村
集
中
の
便
作
に
非
ず
。
寧
ろ
下
位
に
あ
る
も
の
な

り
.
然
れ
ど
も
大
家
の
伎
偶
は
往
々
悪
句
に
よ
り
て
評
定
せ
ら
れ
る
ゝ
こ
と
あ

:

蝣

f

り
O
此
句
恐
ら
-
は
蕪
村
の
伎
佃
を
知
る
に
足
ら
ん
か
。
蓋
し
此
一
句
の
精
神

は
『
怪
』
の
一
字
に
あ
り
.
人
の
誤
的
す
る
所
亦
聖
字
に
あ
る
な
り
。
国
語

に
『
あ
や
し
』
と
い
ふ
語
技
様
の
意
味
に
用
う
る
や
能
-
究
め
ず
と
輿
昔
は

見
苦
し
き
櫨
が
家
を
あ
や
し
げ
な
る
家
な
ど
言
ひ
た
る
は
少
か
ら
ず
'
さ
れ
ど

そ
は
比
処
に
甲
っ
べ
き
に
あ
ら
ず
o
普
通
に
は
'
あ
や
し
と
い
ふ
吾
を
漠
字
の

怪
の
意
に
用
う
。
怪
と
は
奇
怪
,
妖
怪
,
神
・
怪
へ
鬼
怪
な
ど
と
て
総
て
人
間
わ

ざ
な
ら
ぬ
事
に
用
う
。
此
一
句
の
意
味
を
探
ぐ
る
に
左
の
如
し
。
あ
る
処
に
て

秋
の
は
じ
め
つ
か
た
毎
校
の
若
托
鉢
打
ち
寄
り
て
辻
角
力
を
催
す
に
力
自
慢
の

誰
彼
臼
ら
隻
-
て
か
り
そ
め
な
が
ら
大
関
関
脇
を
気
取
り
て
威
張
り
つ
ゝ
面

白
き
校
を
純
火
の
側
に
吏
し
け
る
。
去
る
程
に
あ
プ
遠
の
事
今
迄
は
見
な
れ
ぬ

一
人
の
男
の
つ
と
此
角
力
場
に
来
り
て
我
も
力
競
べ
ん
と
い
ふ
。
男
盛
り
の
若

マ
マ

者
ど
も
血
気
に
は
や
り
て
こ
れ
位
の
男
何
程
の
等
か
あ
ら
ん
と
い
き
な
り
に
取

て
か
1
れ
ば
無
雑
作
に
ぞ
投
げ
ら
れ
け
る
。
次
な
る
若
薪
敵
討
た
ん
と
組
み
つ

a
;
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・
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∴
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蠎

　

t

-

I

*

-

　

　

.

.
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1

-

-

ち
上
り
エ
イ
と
組
み
オ
・
と
引
き
左
を
さ
し
右
を
は
づ
し
陣
を
琴
b
し
て
択
み

合
ひ
た
る
其
途
端
に
,
如
何
し
た
り
け
ん
彼
男
の
つ
と
琴
芸
と
見
え
し
ま
ゝ
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に
さ
す
が
の
大
関
も
難
な
-
土
俵
の
!
-
"
中
へ
叩
き
つ
け
ら
れ
ぬ
っ
見
物
は
あ
つ

け
に
畢
r
v
」
た
り
o
や
が
て
さ
亨
ぐ
の
評
判
こ
そ
口
(
さ
ゝ
や
か
れ
け
れ
。

苧
責
て
も
盤
の
消
人
の
男
は
誰
な
ら
ん
比
村
に
は
見
馴
れ
ぬ
親
の
男
な
り
,

北
村
)
~
人
に
開
け
ど
も
北
村
の
人
も
知
ら
ず
南
村
の
人
に
開
け
ど
も
南
村
の
人

も
知
ら
ず
へ
さ
り
と
て
本
場
を
踏
め
る
関
角
力
と
い
ふ
風
米
に
も
あ
ら
ね
ば
通

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

.

ぬ
o
私
語
は
い
よ
-
か
し
ま
し
く
な
り
ぬ
.
中
に
l
人
の
年
よ
り
た
る
行
司

の
し
わ
ぶ
き
し
て
'
小
声
に
て
い
ふ
や
う
、
皆
の
穴
静
か
に
せ
よ
'
被
れ
こ
そ

は
か
し
こ
の
山
の
頂
に
住
め
る
と
い
ふ
天
狗
様
に
こ
そ
は
あ
る
ら
め
.
今
管
の

項
舞
を
見
る
に
た
ゞ
人
と
は
草
え
ず
.
思
ふ
に
我
等
の
力
わ
ざ
に
耽
り
て
い
と

誇
り
が
ほ
な
る
を
片
腹
痛
L
と
て
斯
-
は
轡
ら
し
め
拾
ひ
た
る
も
の
に
ぞ
あ
る

ら
め
と
い
へ
ば
へ
皆
々
顔
見
合
し
て
撃
冗
等
し
と
身
振
ひ
な
ど
す
め
り
。
蕪
村

は
実
に
此
一
場
の
等
質
を
取
り
来
り
て
十
七
字
の
中
に
は
包
含
せ
し
め
た
り
・

I

.

.

'

・

　

.

　

　

　

・

・

*

　

　

.
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.

　

　

　

,

く
よ
う
に
解
す
る
時
に
は
'
『
あ
や
・
し
き
』
の
1
句
に
は
'
2
・
2
の
音
群

の
両
端
に
於
け
る
音
調
か
ら
非
常
に
複
雑
な
る
節
奏
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
例
は
'
こ
の
竣
稚
さ
を
見
る
の
に
便
利
で
あ
る
か
ら
抄
録
を
試
み
た
の
で

あ
る
が
、
句
法
の
変
化
を
精
増
に
研
究
す
る
な
ら
ば
へ
こ
う
し
た
事
実
の
数
々

を
視
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
0
」
　
(
祁
朋
望
版
「
望
川
の
カ
」
,
二
二

～
二
一
三
ペ
)

こ
の
蕪
村
の
一
句
に
つ
い
て
の
正
岡
子
規
の
解
釈
は
,
「
俳
詔
大
空
の
中

の
'
第
六
　
修
学
嬰
一
期
　
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
国
語
の
力
」
に
引
用
r
u

れ
て
い
る
本
文
の
首
握
に
'
な
お
へ
つ
ぎ
の
よ
う
な
部
分
が
あ
り
,
そ
れ
が
引

E
者
垣
内
校
三
先
生
に
よ
っ
て
へ
省
略
さ
れ
て
い
る
.

引
用
文
の
前
に
-
「
俳
句
に
入
る
諒
,
a
/
-
自
ら
俳
句
を
作
り
て
幾
多
の
秀

I
-
I
-

句
を
為
す
大
地
且
つ
此
句
を
捨
て
1
平
凡
琴
憲
足
ら
ず
と
為
し
B
?
も
顧
ず
而

T
・
.
7

し
て
其
解
釈
を
問
へ
は
則
ち
浅
薄
に
し
て
殆
ん
ど
月
並
着
流
の
句
を
解
す
る
が

7
r
・

如
-
然
り
蕪
村
を
し
て
之
れ
を
聞
か
し
め
ば
瀕
し
て
如
何
と
か
言
は
ん
」
(
「
俳

詔
大
項
」
へ
九
五
ペ
)

り
一引

用
文
の
後
に
-
「
角
力
は
難
問
な
り
人
,
,
l
l
f
な
り
此
錯
托
せ
る
俗
人
等
を

表
面
よ
り
空
音
ば
撃
ち
俗
に
甲
。
ん
裏
由
よ
り
如
何
な
る
文
学
的
人
事
を

掠
り
碍
た
り
と
も
千
両
鰯
は
終
に
俳
句
の
材
料
と
は
為
ら
ざ
る
な
り
然
れ
ど
も

・
・
/
・
'
・
・
　
:
・
・
・
・
　
・
・
・
・
・
・
.
　
・
・
.
 
・
.
・
・
.

-

・

-

-

'

-

i

-

.
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-
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.
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J

 

I

人
美
星
を
摩
す
る
者
か
あ
る
べ
き
世
人
亦
た
此
解
釈
を
不
当
と
し
て
種
々
に
解

釈
を
試
む
る
者
あ
る
べ
し
烈
れ
ど
も
机
心
ら
-
は
其
陥
駅
は
怪
の
一
字
を
如
し
絹

ざ
る
べ
-
懸
り
ざ
れ
ば
妄
l
句
金
鉄
の
如
-
堅
琵
泰
山
の
如
-
動
か
ざ
る

蕪
村
の
嬉
力
を
知
ら
ざ
る
者
の
間
東
の
み
」
(
「
仇
詔
i
(
誓
,
九
七
～
九
八

H
こ
れ
を
見
れ
ば
、
蕪
村
の
「
飛
び
入
り
の
」
の
句
に
つ
い
て
の
、
子
規
の
解

釈
を
中
心
と
し
て
引
用
し
、
句
解
釈
の
前
お
き
や
他
の
解
釈
者
へ
の
所
見
な
ど

は
'
省
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
部
分
の
引
用
は
'
垣
内
先
生
に
よ
れ
ば
'
蕪
村
の
句
の
「
あ
や
・
し
き
」

に
見
ら
れ
る
t
 
n
・
2
の
串
群
に
お
け
る
語
調
か
ら
非
営
に
複
雑
な
る
節
至
せ

聞
き
'
見
る
た
め
に
な
r
u
れ
て
い
る
.
正
岡
子
規
の
「
あ
や
し
き
」
を
中
心
と

す
る
蕪
村
の
句
の
解
釈
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
節
奏
」
の
問
題
を
論
じ
て
い
く
の

に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
U
こ
こ
に
は
'
正
岡
子
規
の
解
釈
を
認

め
て
、
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
い
-
、
垣
内
先
生
の
解
釈
カ
,
解
釈
戒
を
見
る
こ

24



と
が
で
虐
る
.
同
時
に
,
子
規
の
精
和
鋭
利
な
解
釈
に
依
存
す
る
だ
け
で
な

く
,
そ
こ
か
ら
,
「
飾
雲
の
問
匙
を
引
き
出
し
て
-
る
と
こ
ろ
に
'
垣
内
先

生
の
創
見
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

蕪
村
に
関
す
る
,
「
俳
人
蕪
村
」
・
「
俳
謂
大
聖
か
ら
の
三
つ
の
引
例
に

つ
い
て
は
,
垣
内
先
生
み
ず
か
ら
'
「
国
語
の
カ
」
に
、

T
乳
封
m
司
叫
朋
剖
月
割
ヨ
ヨ
瑚
剖
司
割
へ
。

の
問
題
を
導
き
見
た
い
と
思
う
0
」
(
看
朋
望
版
「
国
語
の
カ
」
、
二
〇
八

m
。
1
r
笥
可
盟
川
甜
到
州
凋
ヨ
司
別
司
洲
ヨ
別
ヨ
叫
別
1
4
司
劉

司
a
「
H
司
り
,
狂
句
狂
歌
等
の
方
面
を
見
て
も
'
パ
。
デ
ー
の
利

く
と
こ
ろ
は
,
概
ね
複
雑
な
る
孝
志
ら
産
み
出
し
た
音
調
で
あ
っ
て
'
こ
れ

を
散
文
的
文
法
的
又
は
一
般
に
解
釈
す
る
よ
う
な
仕
方
で
は
そ
れ
を
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
E
号
。
」
(
有
朋
堂
脹
「
間
語
の
力
」
,
三
四
ペ
)
　
(
鰭

緑
、
引
用
者
。
)

と
,
記
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
文
の
律
動
」
の
う
ち
'
「
一
四
強
音
の

発
達
」
を
論
述
し
て
い
-
の
に
、
変
化
悪
め
て
い
-
の
に
'
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
い
う
,
「
叙
説
の
変
化
」
と
は
,
な
ん
で
あ
る
か
。
「
国
語
の
カ
」

の
「
四
　
文
の
律
動
」
の
う
ち
へ

1
.
「
吉
祥
と
ア
ク
セ
ン
ト
　
に
は
、
「
東
の
野
に
陽
炎
の
立
つ
見
え
て
か

へ
り
見
す
れ
ば
月
懸
孟
」
の
歌
が
考
:
総
の
対
象
に
さ
れ
へ

一
二
　
歌
の
形
　
に
は
'

(
-
)
ひ
ん
が
し
の
　
-

野
に
・
か
ぎ
ろ
ひ
の
・
た
つ
見
え
て
1

か
え
り
見
す
れ
ば
・
月
傾
き
ぬ
　
-

(
ヱ
袖
ひ
ぢ
て
・
結
び
し
水
の
・
氷
れ
る
を
　
ー

苛
立
つ
今
日
の
　
ー

風
や
・
解
-
ら
む
～

(
3
)
春
日
野
の
・
若
菜
摘
み
に
や
　
-

・J.-i.y.--

袖
ふ
り
は
へ
て
・
人
の
ゆ
く
ら
む
　
ー

(
4
)
花
を
の
み
・
め
づ
ら
ん
人
に
　
ー

山

里

の

～

:
T
;
I
O
エ
^
3
^
霊

な
ど
が
引
用
さ
れ
,
そ
れ
ら
は
'
二
二
　
ス
ト
レ
ッ
ス
の
形
相
　
に
も
'
引
か

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
二
一
・
一
二
二
三
と
'
万
光
代
K
O
)
　
古
今
鎧
(
2
)

o
O

(
c
c
)
　
新
古
今
集
(
4
)
の
和
歌
を
引
用
し
て
堅
肌
を
進
め
て
き
て
い
る
の

o
O

で
,
一
E
I
　
強
者
の
発
達
　
に
お
い
て
は
'
変
化
を
求
め
て
へ
俳
句
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
o

垣
内
先
生
は
,
「
聖
和
の
カ
」
の
「
四
　
文
の
律
動
」
の
う
ち
'
一
四
強

音
の
発
達
　
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
親
辞
の
分
化
展
刑
を
あ
る
,
'
r
r
,
硯
的
個
人
的
趣
味
で
解
釈
し
な
い
で
あ
り
の

ま
1
に
見
る
読
方
を
す
る
時
に
、
そ
の
親
律
を
交
配
す
る
も
の
は
音
数
・
歌
相

等
の
外
面
的
約
束
で
な
く
し
て
,
常
に
文
化
と
人
相
と
の
内
面
よ
り
流
れ
る
祥

動
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
個
人
的
,
王
統
的
の
趣
味
を
標
準
と
し
て
批
判
を
加
え

蝣

%

.

.

・

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

る
に
は
最
も
自
芸
態
段
で
あ
る
の
に
、
帝
に
撃
(
に
於
て
は
常
に
紐
味
に
囚
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わ
れ
て
批
判
的
批
評
に
陥
り
易
い
傾
き
が
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
帯
締
の
力
が

い
か
に
根
強
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
O
特
に
強
音
の

如
き
は
霞
父
の
全
休
に
影
浮
を
与
え
る
の
で
あ
る
か
ら
へ
そ
の
句
法
の
好
悪
は

個
人
的
、
※
拐
的
に
批
判
さ
れ
易
い
の
で
あ
る
O
併
し
な
が
ら
そ
の
肇
癌
は
文
化

の
流
動
を
一
R
現
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
如
実
に
そ
の
展
開
の

跡
を
見
る
な
ら
ば
へ
独
り
親
父
を
詑
む
と
い
う
に
止
ま
る
も
の
で
な
く
文
化
の

自
叙
伝
を
読
む
こ
と
も
で
き
る
.
Q
で
あ
る
O
」
(
有
朋
堂
版
「
国
語
の
力
」
,

二
〇
七
～
二
〇
八
ペ
)

垣
内
先
&
:
は
'
親
父
に
お
け
る
翌
日
の
売
淫
・
展
開
に
着
目
し
'
そ
れ
を
時

代
文
化
と
も
関
連
づ
け
て
'
考
察
さ
&
・
よ
う
と
し
た
o
韻
文
に
お
け
る
ス
ト
レ

ッ
ス
の
賃
を
'
俳
句
の
展
開
'
と
り
わ
け
'
薫
村
に
讐
て
,
見
よ
＼
っ
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
'
蕪
村
の
句
十
一
を
挙
げ
て
'
そ
れ
に
田
.
斑
が
付
し
て
あ
る
の

は
、
子
規
の
そ
れ
に
よ
り
つ
つ
、
さ
ら
に
'
垣
内
先
生
の
「
強
音
」
(
ス
-
レ

ッ
ス
)
の
視
点
か
ら
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
o
そ
う
見
る
と
き
、
初
め

て
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

時
鳥
平
安
城
を
す
ぢ
か
ひ
に
(
「
国
語
の
カ
へ
二
〇
九
ペ
)

の
田
点
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

垣
内
先
鞭
の
句
法
研
究
・
節
買
理
鰯
が
'
子
規
の
解
釈
に
の
み
依
存
し
て
い

た
の
で
な
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
へ
蕪
村
関
係
の
引
用
の
後
に
へ
「
を
ち
こ
ち

を
ち
こ
ち
と
打
つ
砧
か
な
」
(
蕪
村
)
の
句
に
関
し
て
'
「
『
を
ち
こ
ち
を
ち

こ
ち
』
の
句
に
し
て
も
'
そ
の
節
秦
は
決
-
作
者
の
心
の
中
に
'
よ
-
つ
り
合

い
が
と
れ
て
居
る
の
で
あ
り
へ
前
に
は
脱
指
の
『
仙
さ
し
く
つ
-
ね
ぬ
夜
か

な
』
へ
惟
然
の
『
水
鳥
や
む
か
う
岸
へ
つ
う
い
-
』
あ
り
'
後
に
は
一
茶
の

句
の
『
け
ろ
り
く
わ
ん
と
し
て
烏
と
柳
か
な
』
の
如
き
あ
り
へ
内
心
の
抑
動
と

よ
く
調
和
し
た
節
　
が
現
わ
れ
て
来
る
の
は
'
句
法
の
変
化
と
い
う
よ
う
な
外

面
的
な
こ
と
で
な
-
、
更
に
そ
の
内
両
を
透
見
せ
ね
ほ
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
芭
肇
蕪
村
の
句
の
明
治
よ
り
現
代
に
至
る
文
学
反
紺
父
は
折
傾
向
句

に
就
い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
　
(
有
朋
望
版
「
別
語
の

カ
」
'
≡
三
～
≡
四
ペ
)
と
'
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
。
俳

句
の
展
開
・
節
頁
の
理
解
に
つ
い
て
'
大
局
的
に
確
か
に
見
通
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
れ
ば
'
芭
禎
・
潤
望
・
凡
兆
・
蕪
村
か
ら
現
代
に
至
る
俳
句
の

長
閑
の
中
に
、
と
-
に
'
壇
音
の
発
迂
・
発
現
に
つ
い
て
,
蕪
村
を
対
象
に
と

り
あ
げ
ら
れ
'
そ
れ
を
と
り
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
'
正
岡
子
規
の
蕪
村
評
釈

が
大
い
に
捕
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
子
規
の
由
技
精
花
な
的
釈
が
,
垣
内
先

生
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
生
か
さ
れ
'
そ
れ
に
節
奏
理
解
・
強
音
研
究
が
新
し
く

生
か
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
(
昭
和
4
0
年
c
c
月
1
 
9
日
稿
)

(
本
学
助
教
授
)
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